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【規模】

・敷地面積：7,697㎡
・延べ床面積：11,731㎡

・第1体育室：1,440㎡
・第2体育室：700㎡（畳）

・第3体育室：241㎡
・第4体育室：260㎡（トレーニング室）

・第5体育室：253㎡
・多目的ホール：224㎡

・クライミングウォール：高さ8m

【開館時間】

9：00～21：00（多目的ホールは～22：00）

毎月第3月曜日（休日の場合は直近の平日）
は、18：00～21：00（多目的ホールは～

22：00）

【休館日】

年末年始：12/29～1/3

合計 131,802 139,123

スポーツ教室参加者数 - 32,671 - 32,928

大会等参加者数 - 9,798 - 11,408

個人使用利用者数 - 63,435 - 66,933

専用使用利用者数 - 25,898 - 27,854

成果指標（活動指標）
令和5年度 令和6年度

計画 実施結果 計画 実施結果

収支差額 0 ▲ 8,610,632 0 ▲ 14,907,313

３　成果指標（活動指標）

支

出

管理経費 120,481,000 133,254,843 122,847 145,835,641

自主事業 8,631,000 5,078,053 8,631

計画 実施結果

2,014,977

その他

収

入

指定管理料

又は利用料金 120,481,000 120,481,000 122,847 122,847,000

自主事業 8,631,000

(3)選定方法 公募

(4)指定管理者

が行う業務内容

１．施設の管理運営に関する業務

２．施設の維持管理に関する業務
３．スポーツ教室の運営に関する業務
４．その他、自主事業の運営に関する業務

(5)指定管理者

の収支

令和5年度 令和6年度

計画 実施結果

9,241,264 8,631 10,096,305

その他

(2)指定期間 令和5年(2023年)4月1日～令和10年(2028年)3月31日

所在地 吹田市目俵町1-11 設置年月日 平成9年5月18日

１　施設の概要

(1)設置目的 市民の体育及びスポーツの振興を図り、市民生活の向上及び青少年の健全育成に寄与する。

指定管理者制度導入施設の管理運営状況総合評価シート（令和6年度）

施設名 吹田市立目俵市民体育館 所管部室課名
都市魅力部

文化スポーツ推進室

(2)規模、開館日

等

２　指定管理者の概要

(1)指定管理者 すいたスポーツコミュニティ創造パートナーズ



(6)総合評価
・管理業務について、全般的に適正に管理されている。
・自主事業で物品販売や多くのスポーツ教室を実施し、利用者の拡大や満足度の向上が図られて

いる。

(3)管理を安定し

て行う人員、資

産その他の経営

規模及び能力

・主催スポーツ教室を運営するための運動指導の資格を有する者の配置や、職員研修（各種ス
ポーツ研修・接遇・AED・消防訓練・人権・クレーム対応等）を積極的に行い、安心・安全・快

適に利用していただくための運営に取り組んでいる。

(4)施設の管理経

費の縮減

・使用しない体育室や会議室はこまめに消灯している。
・複合機を新しくすることで、コピー等の単価を安価にし、経費の削減を図っている。
・各体育室の照明をLED照明に変更したことにより、電気使用量の削減を図っている。
・節水ゴマにより水道代の縮減を図っている。

(5)その他 ・様々な自主事業を行う事により、利用者の拡大や満足度の向上を図っている。

５　管理運営状況に対する評価

項目 評価

(1)市民の平等な

利用の確保
・管理運営の方針は、事業計画書に記載されている事項を遵守している。

・平等利用の確保は、利用者の公平性が確保されている。

(2)施設の効用の

発揮

・施設の設置目的に沿った事業計画を立てており、事業の中には近隣の関係団体と協働して実施
する事業もあり、地域の健康づくり拠点としても機能している。
・各館の代表者で構成する「サービス向上委員会」を設置し、利用者の満足度を上げるため日々
努力している。

４　利用者ニーズの把握状況

(1)把握方法
・ご意見箱の設置（通年）

・利用者アンケート

・利用者懇談会（年2回）

(2)把握結果
・空調設備の設置及び熱中症対策について
・冷水器と自動販売機の設置場所について

(3)結果を受けて

の対応状況

・空調の設置については、市により計画的に設置ができるよう進めている。
　熱中症対策については、冷風機等で対応するとともに水分補給や休憩を行うよう　掲示や声

　掛け、館内放送等で呼びかけを行った。また、WBGT値を定期的に測定し、体育室の入り口

　に数値及び警戒レベルを表示し注意喚起を行っている。
・遠くから見ても設置場所がわかるようにロビーにPOPを掲示した。


